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緒百

3 ) 
前報 において，輸入牧草種子中の雑草種子は，年次の経過にともない減少する傾向にあり，また牧

草の科および種によって、減少状態が異なることを明らかにした。

引き続き，本報では輸入牧草種子中の異種種子，とくに混入雑草種子の科・種を中心に検討したので，

その概要を報告する。

材料および方法

資料は.'日本飼料作物種子協会北海道支所において， 1976"-' 1987年播種用として検査した12種子の

牧草種子から国際種子検査規程にもとづいて抽出し，異種種子の科島種および粒数を調査したものを用い

た。なお， 12種の牧草種子のうち，アノレサイククローパ，パーズフットトレアオイノレ，ケンタッキーブノレ

ーグラス，レッドトップ， リードカナリーグラスは少量であるため，検討対照から除外した。草種別の検

査試料 1点の重量は，チモシーでは 1lJ， シロクローパでは 2lJ， オーチヤードグラスでは 3lJ， フェス

ク類，アカクローパ，アノレファノレファでは 5lJ， ライグラス類では 6lJである。調査方法は，草種別にお

ける12年間の検査試料の合計点数の異種種子の粒数を科・種別に分類し，百分率を算出した。なお，未帰
2)，4)"-'8) 

化植物であるか否かを諸図鑑 を参照して調べた。一方未帰化植物と考えられる学名および

1 ) 
特性はWeed s に従った。

結果および考察

1.異種種子の混入状況

マメ科牧草の草種別におげる科別の混入雑草種子の粒数は，アカクローパではタデ科，アカザ科，イネ
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科，マメ科の順で多かった。シロクローパでは，ナデシコ科，イネ科，アカネ科，ムラサキ科，アカザ科

の順で多かった。また，アノレフアノレファではイネ科， ヒユ科， アカザ科，タデ科，オオバコ科の順で多か

った。

マメ科牧草の草種別におけ

る種別の他作物種子の混入状

況は，アカクローパではアノレ

サイククローパが多く，つい

でアノレファノレファ， シロクロ

ーパの順で多かった。シロク

ローパではサックリングクロ

ーパが極めて多く，全体の

85.4%占めていた。アルファ

ノレファではアカクローパが大

部多く，全体の73.1係占めて

いた。このように，マメ科牧

草種子では他のマメ科牧草種

子の混入が多く，イネ科牧草

種子の混入が少なかった(表

2 )。イネ科牧草の草種別に

おける科別の混入雑草種子の

粒数は，チモシーではナデシ

コ科，アブラナ科，パラ科，

表2.

平面r一一竺竺
マメ科 シロクローパ
アルサイククローパ
アJレフ 7)レフ 7
パ‘ーズフットトレフオイル
スイートクローパ
サックリングクローパ
クリムソンクローパ
アカクローパ
クラスタークローパ

イネ科 オーチヤードグラス
チモシー
ライグラス類
ブルーグラス類
レッドトップ類
ト-}レフェスク類
フェスク類
スィートパ一ナ Jレグラス
リードカナリーグラス
ジョンソングラス

アマ科ア .マ

止ロh 計

表1. マメ科牧草中における科別の混入雑草種子の状況

ιぷ± アカクローノて シロクローノイ アノレファノレファ

粒数悶比率(%l粒数個比率(%l粒数粒)比率(倒

アブラナ科 67 6.1 17 1.7 ー ー

イ 不 科 149 13.6 144 14.2 111 28.3 
キ ク 科 81 7.4 63 62 4 1.0 
タ ア 科 192 17.5 81 7.5 46 11.7 
ナデシコ科 41 3.7 150 14β 3 0.8 
アオ イ 科 83 7.6 l 0.1 13 3.3 
ア カ 不 科 2 0.2 143 14.1 0.3 
ア カ ザ科 163 14.9 115 11.4 62 15.8 
オオバコ科 59 5.4 29 2.8 46 11.7 
サクラソウ科 0.1 42 4.1 5 1.3 
シ ソ 科 39 3.6 3 0.3 2 05 
セ 科 7 0.6 ー ー 1 0.3 
ノて フ 科 0.1 ー ー ー ー

ヒ 二L 科 63 5.7 89 8.7 63 16.1 
フクロウソウ科 7 0.6 5 0.5 ー ー

て<' メ 科 141 12.9 13 1.3 31 7.9 
ス 、、、 レ科 ー ー 8 0.8 ー ー

ムラサキ科 ー 一 116 11.5 ー ー

ヒノレガオ科 ー ー ー ー 4 1.0 
メ口』 計 1，096 100.0 I 1.019100.0 392 100.0 

注)12年間の検査試料:アカクローノぜ 583点， シロクローパ501点，
アルフアルファ 261点

マメ科牧草種子中における他作物種子の混入状況

アカクローパ シロクローパ アJレファ Jレファ
粒数(粒) 比率(% ) 粒数(粒) 比率(%) 粒数(粒) 比率(%) 
128 15.9 13 5.4 
423 52.7 33 2.1 15 6.2 
141 17.6 10 0.7 一 一
4 0.5 4 0.3 5 2.1 
10 1.2 4 0.3 1 0.4 
4 0.5 1，286 85.4 0.4 
7 0.9 l 0.1 一

84 5.5 174 73.1 
一 一 28 1.9 一
5 0.6 一 一 一 一
35 4.4 16 1.1 9 3.8 
30 3.7 2 0.1 6 2.5 
5 0.6 31 2.1 0.4 
10 1.2 0.1 2 0.7 

0.1 一
0.1 一 一 一

一 4 0.3 一
一 一 4 1.7 
一 一 一 6 2.5 

一 一 一 0.4 
804 100.0 1，504 100.0 1.305 100.0 

注) 12年間の検査試料:アカクローパ 583点， シロクローパ 501点，アルフ 7)レフ 7 261点
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表3. イネ科牧草中における科別の混入雑草種子の状況

よ;------竺
チモシー オーチヤードグラス ライグラス類 フェスク類

粒数(粒) 比率(%) 粒数(粒) 比率(%) 粒数(粒) 比率(%) 粒数(粒) 比率(%)

ア ブ フ ナ科 500 20.8 68 5.1 16 1.3 67 3.4 
イ 不 科 173 7.2 717 54.0 963 78.7 1.445 73.0 
キ ク 科 89 3.7 112 8.4 81 6.6 95 4.7 
タ ア 科 76 3.2 191 14.4 24 2.0 77 3.8 
ナ ア シ コ 科 704 29.2 77 5.7 33 2.7 32 1.6 
ア カ 不 科 5 0.2 2 0.2 3 0.2 5 0.3 
ア カ ザ 科 299 12.3 22 1.7 6 0.5 16 0.8 
オオ ノイ コ 科 43 1.7 4 0.3 一 一 一
ゴマノハグサ科 6 0.2 27 2.0 13 1.1 15 0.8 
シ ソ 科 7 0.3 2 0.2 12 1.0 5 0.3 
ノ、f フ 科 312 13.0 一 一 一 一 一 一
ヒ .::z. 科 60 2.5 3 0.2 一 一 2 0.1 
.マ メ 科 16 0.7 7 0.5 3 0.2 4 0.2 
カヤツリグサ科 115 4.8 一 一 一 一 一
ア オ イ 科 l 0.1 一 一 一 一 一 一
ム フ サ キ科 0.1 76 5.7 56 4.6 53 2.7 
セ 科 一 19 1.4 4 0.3 3 0.2 
ケ シ 科 一 一 一 一 4 0.3 l 0.1 
ス 、、、 レ 科 一 一 l 0.1 5 0.4 149 7.5 
フクロウソウ科 一 一 1 0.1 0.1 9 0.5 

合計 2.4 0 7 100.0 1.329 100.0 1.224 100.0 1.981 日 00.
注)12年間の検査試料:チモシー 1.075点，オーチヤードグラス 575点，ライグラス 226点，フェスク類 313点

表4. イネ科牧草種子中における他作物種子の混入状況

ιょ」竺 チモシー オーチヤードグラス ライグラス類 フェスク類

粒数(粒) 比率(%) 粒数(粒) 比率(%) 粒数(粒)比率(%) 粒数(粒) 比率(%)

マメ科 アカクローパ 72 3.6 7 0.1 8 0.8 
シロクローパ 556 28.7 14 0.2 5 1.7 13 1.2 
アノレサイククローパ 870 45.1 0.1 4 1.4 23 2.2 
アjレフ 7)レフ 7 13 0.7 ，2 0.1 一 4 0.4 
スイートクローパ 8 0.4 3 0.1 一 6 0.6 
クラスタークローパ 3 0.2 一 一
パーズフットトレフオイル 一 0.1 一
クリムソンクローパ 一 一 5 0.1 一 一 一
サックリングクローパ 一 一 l 0.3 1 0.1 

イネ科 レッドトップ類 148 7.7 28 0.3 4 1.4 128 12.1 
ブルーグラス類 225 13.2 467 5.2 124 42.4 494 45.7 
リードカナリーグラス 3 0.2 145 1.6 一
ライグラス類 l 0.1 7，499 84.8 一 一 49 4.6 
フェスク類 1 0.1 63 0.7 16 5.5 一 一
チモシー 一 56 0.6 19 ，6.6 67 6.4 
ト-)レフェスク 299 3.3 9 3.1 
メドウフェスク 一 165 1.9 4 1.4 一 一
メドウフォックステイ Jレ 一 10 0.1 5 1.7 58 5.4 
ホイートグラス類 1 0.1 一 一 一
スレンダーホイートグラス 一 一 6 0.1 1 0.3 3 0.3 
麦 一 一 5 0.1 46 15.7 3 0.3 

スムーズブロームグラス 一 一 4 0.1 一 一 19 1.8 
エンバク 一 一 12 0.1 4 1.4 一
トールオートグラス 一 一 6 0.1 l 0.1 
マウンテンプロームグラス 一 一 7 0.1 4 1.4 1 0.1 
オーチヤードグラス 一 一 一 37 12.7 152 13.4 
スィートパーナルグラス 一 一 9 3.1 3 0.3 
コメツブウマゴヤシ 一 一 一 0.3 一

アマ科ア て7 一 一 一 22 2.1 
メロ』 計 1.930 100.0 8.806 100.0 293 100.0 1，055 100.0 

注)12年間の検査試料:チモシー 1，075点，オーチヤードグラス 575点，ライグラス類 226点，フェスク類 313点
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アカザ科の順で多かった。オーチヤードグラスではイネ科が多く，ついでタデ科であった。ライグラス類

ではイネ科が大部多く，全体の78.7係占めていた。フェスク類でもライグラス類と同様にイネ科が大部多

く，全体の73.0%占めていた(表3)。

イネ科牧草の草種別における種別の他作物種子の混入状況は，チモシーではアノレサイククローパで多く，

ついでシロクローパ，ブルーグラス類の順で多かった。オーチヤードグラスではライグラス類が極めて多

かった。ライグラス類ではブノレーグラス類が多く，ついで小麦，オーチヤードグラスの順で多かった。フ

ェスク類ではブノレーグラス類が多く，ついでオーチヤードグラス， レッドトップ類の順で多かった。この

ように，チモシーを除く，イネ科牧草種子では他のイネ科作物種子の混入が多く，マメ科牧草種子の混入

が少なかった(表4)。

2. 混入雑草種子

アカクローパ種子中における種別の混入雑草種子の粒数は. シロザが多く，ついでギシギシ類，ゼニパ

アオイの順で多かった。未帰化植物では. ロシアンスイツスノレ ドラゴンヘッドミント.キャラウェイが

混入していた。とくにドラゴンヘッドミントが比較的多かった(表 5)。

シロクローパ種子中における種別の混入雑草種子の粒数は.ハナヤエムグラが多く，ついで， シロザ，

表 5. アカクローパ種子中における科・種別の混入雑草種子の粒数

~科~ー・種~名~~~ ?一-.項~目一一ー
粒数 比率

一科-・種-名-------::項~目
粒数 比率

(粒〉 ( % ) (粒) ( % ) 

アブラナ科 ブフシカ属 61 5.6 ナデシコ科 コノ、コ rく l 0.1 
カキネガ、ラシ l 0.1 ヒロハノマンテマ 1 0.1 
グンパイナズナ 4 0.4 ツキミセンノウ 30 2.7 
不明 1 0.1 不明 9 0.8 

イ ネ科 イヌピエ 19 1.7 アオイ科 ゼニパアオイ 80 7.3 
パニカム属 37 3.3 不明 3 0.3 
アキノエノコログサ 32 2.9 アカネ科 ハニヤエムグラ 1 0.1 
エノコログサ 21 1.9 不明 l 0.1 
スズメノカタピラ 1 0.1 アカザ科 ロシアンスイッスjレ 3 0.3 
不明 39 3.6 シロザ 160 14.6 

キ ク 科 キゾメカミツレ l 0.1 オオバコ科 ヘラオオバコ 58 5.3 
カミツレモドキ 5 0.5 セイヨウオオバコ 1 0.1 
バードック 1 0.1 サクフソウ科 スカーレットピンノ込ーネノレ 1 0.1 
エゾノキツ!ネアザミ 12 1.1 シ ソ科 ドラゴンヘッドミント 39 3.6 
アメリカオニアザミ 25 2.3 セ 科 キヤラウェイ 1 0.1 
ノアザミ 0.1 ノラニンジン 6 0.5 
イヌノカミツレ 17 1.6 ノイ フ 科 エゾノミツモトソウ 1 0.1 
ブタクサ 6 0.5 ヒ ユ科 ヒユ属 63 5.7 
不明 13 1.2 フクロウソウ科 アメリカフクロウ 7 0.6 

タ デ科 ミチヤナギ 4 0.4 て7 メ 科 不明 36 3.3 
ハイミチヤナギ l 0.1 不 明 105 9.6 
サナエタデ 37 3.3 
ハルタデ 49 4.5 
ヒメスイノて 9 0.8 
ギシギシ類 87 7.8 

不明 5 0.5 

注) 12年間の検査試料:583点， 総粒数:1.096粒(100.0%) 
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表6. シロクローパ種子中における科・種別の混入雑草種子の粒数

エ:瓦一一ゴ1粒(粒数) 比(%率) 科一一・~種一名一一一 一一一一一一項一目一 粒(粒数) 比(%率) 
アプフナ科 カキネガフシ 7 0.7 

アオイ科 不明 1 0.1 
ブラシカ属 10 1.0 

イ ネ科 パニカム属 79 7.8 アカネ科 ハナヤエムグラ 142 14.0 

スズメノカタピラ 4 0.4 不明 1 0.1 
アキノエノコログサ 5 0.5 

アカザ科
不明 56 5.5 

シロザ 115 11.2 

キ ク 科 カミツレモドキ 7 0.7 オオバコ科 セイヨウオオバコ 6 0.6 
エゾノキツネアザミ l 0.1 

ヘラオオパコ 23 2.3 
ヒレアザミ 1 0.1 
イヌカミツレ 51 5.0 サクラソウ科 スカーレットピンノネーネノレ 42 4.0 

不明 3 0.3 シ ソ科 ウツボグサ 1 0.1 
タ デ科 ハイミチヤナギ 0.1 

ミチヤナギ 2 0.2 
ホトケノザ 2 0.2 

ヒメスイノf 55 5.4 スミレ科 スミレ類 8 0.8 
ギシギシ類 4 0.4 

ヒ ユ科 ヒユ属 89 8.6 
不明 19 1.9 

ナデシコ科 オオツメクサ 15 1.5 フクロケノウ科 チゴフクロウ 5 0.5 

コノ、コ fく 94 9.2 ?マ メ 科 不明 13 1.3 
ヒロハノマンテマ 1 0.1 

ムラサキ科
ツキミセンノウ 17 1.7 

ノハラムラサキ 1 0.1 

シロパナマンテマ 15 1.5 不明 115 11.2 
不明 8 0.8 

注) 12年間倹査試料:501点， 総粒数:1，019粒(100.0%) 

表 7. アルファノレファ種子中における科・種別の混入雑草種子の粒数

Z五~ 粒(粒数) 比(%率) エ:瓦一一ゴ! 粒(粒数) 比(%率) 
イ ネ科 イヌピエ 11 2.8 ナデシコ科 オオシラタマソウ 1 0.3 

シラケガヤ 0.3 不明 2 0.5 
ホソノゲムギ l 0.3 アオイ科 ゼニパアオイ 11 2.8 
パニカム属 2 0.5 不明 2 0.5 
アキノエノコログサ 55 14.0 アカザ科 ロシアンスイッスノレ l 0.3 
エノコログサ 13 3.3 シロザ 61 15.5 
エノコログサ類 2 0.5 アカネ科 不明 l 0.3 
不明 26 6.6 オオパコ科 ヘラオオバコ 46 11.6 

キ ク 科 ヤクツレマギ、ク属 1 0.3 サクラソウ科 スカーレットピンノιネノレ 5 1.3 
エゾノキツネアザミ 1 0.3 :〆 ソ 科 ウツボグサ 1 0.3 
不明 2 0.5 不明 1 0.3 

タ デ科 ミチヤナギ 6 1.5 セ 科 不明 1 0.3 
サナエタデ 3 0.8 ヒ ユ科 ヒユ属 63 16.0 
ハ jレタデ 8 2.0 ヒルガオ科 ヒルガオ 4 1.0 
ヒメスイバ l 0.3 てヨF メ 科 不明 6 1.5 
ギシギシ類 22 5.6 不 明 25 6.4 
不明 6 1.5 

注) 12年間の検査試料 :261，点， 総粒数:392粒(1 0 O~O%) 
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コハコベ，パニカム属の順で多かった。未帰化植物は見当らなかった(表 6)。

アjレフ 7)レフ 7種子中における種別の混入雑草種子の粒数は， ヒエ属， シロザ，アキノエノコログサ，

ヘラオオバコの順で多かった。未帰化植物では ロシアンスイッスノレのみ混入していた(表 7)。

チモシ一種子中における混入雑草種子の粒数は， ツキミセンノウ，エゾノミツモトソウ， シロザ，ハタ

ザオガラシの)1闘で多かった。未帰化植物では，クレピス， レッドキャンピオン， ドラゴンヘッドミント，

ウォーターホーハウンドが混入していた。とくにクレピスが比較的多かった(表8)。

オーチヤードグラス種子中における種別の混入雑草種子の粒数は，スズメノカタピラ，ナギナタガヤ，

ヒメスイバの順で多かった。未帰化植物ではクレピス，キャラウェイが混入していた(表 9)。

ライグラス類種子中における種別の混入雑草種子の粒数は，スズメノカタピラが多く，ついでナギナタ

表 8. チモシ一種子中における科・種別の混入雑草種子の粒数

=:長子~ 粒(粒数) 比(%率) エ:瓦一-21粒(粒数) 比(%率) 
アブラナ科 ブラシカ属 10 0.4 ナデシコ科 ミミナグサ 2 0.1 

ナズナ 45 1.9 ウシノ、、コペ 10 0.4 
タネツケノてナ 137 5.6 コ/'¥コ Jく 76 3.1 

コシミノナズナ 1 0.1 ヒロハノマンテマ 57 2.4 

ニワナズナ 5 0.2 オオツメグサ 6 0.3 

ハタザオガラシ 224 9.3 レッドキャンピオン 12 0.5 
カキネカ、、ラシ 47 2.0 ツキミセンノウ 504 20.9 

グンパイナズナ 27 1.1 スムーズキャッチフライ l 0.1 

マメグンパイナズナ 2 0.1 ホザキマンテマ 2 0.1 

不明 2 0.1 不明 34 1.4 

イ ネ科 シパムギ 4 0.2 アオイ科 不明 1 0.1 

パニカム属 22 0.9 アカネ科 ヤエムグフ 3 0.2 
スズ!メノカタビラ 7 0.3 ハナヤエムグラ 2 0.1 

オオスズメノカタピラ 2 0.1 アカザ科 シロザ 299 11.4 
アキノエノコログサ 12 0.5 オオバコ科 セイヨウオオバコ 37 1.5 
エノコログサ 38 1.6 ヘラオオバコ 6 0.3 

シラケガヤ 1 0.1 コヤノノ汐サ科 イヌノフグリ類 6 0.3 

不明 87 3.5 / ‘ ソ 科 ドフゴンヘッドミント 3 0.2 

キ ク 科 カミツレモドキ 6 0.3 ウォーターホープ、ウンド 3 0.2 

フランスギク 0.1 ウツボグサ 1 0.1 
エゾノキツネアザミ 14 0.6 /'{ フ 科 オオヘビイチゴ 6 0.3 

ハチジョウナ 3 0.2 エゾノミツモトソウ 306 12.7 

オオヨモギ 0.1 ヒ ユ科 ヒユ属 60 2.5 

クレピス 43 1.8 て7 メ 科 不明 16 0.7 

不明 21 0.9 ムラサキ科 ノハラムラサキ l 0.1 

タ デ科 サナエタデ 4 0.2 カヤツリクV科 不明 1 0.1 

ハjレタデ 2 0.1 不明 一 114 4.6 

ヒメスイノて 28 1.2 
ゴーノレデンドック 29 1.2 
ギシギシ類 6 0.3 

不明 7 0.3 

注) 12年間の検査試料:1.075点， 総粒数:2.4 0 7粒(100.0%) 
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ガヤが多かった。未帰化植物では クレピス キャラウェイが混入していた(表 10)。

フェスク類種子中における種別の混入雑草種子の粒数は，スズメノカタビラが多く，ついで， シパムギ

スミレ類の順で多かった。未帰化。i誼吻は見当らなかった(表 11)。

以上のように，マメ科牧草種子ではシロザが共通して多かった。また，チモシーを除く，イネ科牧草種

子ではスズメノカタピラが共通して多かった。なお，マメ科牧草種子よりイネ科牧草種子中の混入雑草の

種類が多かった。

表 9. オーチヤードグラス種子中における科・種別の混入雑草種子の粒数

エ:五~ 粒(粒数j 比(%率) 五:瓦一一一望 粒(粒数) 比(%率) 

アブラナ科 ブラシカ属 7 0.5 タ デ科 ミチヤナギ 4 0.3 
ナズナ 15 1.1 ノ1イミチヤナギ 3 0.2 
イヌガ、ラシ 41 3.1 サナエタデ 35 2.6 
スカシタゴボウ 5 0.4 ハノレタデ 8 0.6 

イ ネ科 シパムギ 77 5.8 ヒメスイバ 104 7.8 
スズメノテッポウ 10 0.8 ゴールデンドッグ 4 0.3 
ウォーターフォックステイjレ 3 0.2 ギシギシ類 26 2.0 
スレン夕、午フォックステイノレ 35 2.6 不明 7 0.5 
カラスムギ、 3 0.2 ナデシコ科 ミミナグサ 2 0.2 
カズノコグサ 1 0.1 オオツメグサ 4 0.3 
イヌムギ 0.1 コノ、コ J、ミ 56 4.1 
ムクゲFチャヒキ 3 0.2 ヒロハノマンテマ l 0.1 
ハマチャヒキ 11 0.8 ツキミセンノウ 9 0.7 
カラスノチャヒキ 6 0.5 不明 5 0.4 
アレチノチャヒキ 1 0.1 アカネ科 ヤエムグフ 1 0.1 

オオスズメノチャヒキ 11 0.8 ハナヤエムグラ 0.1 
チャヒキ類 3 0.2 アカザ科 シロザ 22 1.7 
イヌピエ 1 0.1 オオバコ科 セイヨウオオノてコ 2 0.2 
ナギナタガヤ 120 9.0 ヘラオオバコ 2 0.2 
シラケガヤ 51 3.8 ブマノノザサ科 イヌノフグリ類 27 2.0 
ホソノゲムギ属 7 0.5 シ ソ科 ホトケノザ 2 0.2 
ムギ属 1 0.1 セ 科 キャフウェイ 10 0.8 
パニカム属 2 0.2 ノラニンジン 2 0.2 
スズメノカタピラ 258 19.3 ヤフジラミ 2 0.2 
不明 112 8.3 シャク 5 0.4・

キ ク 科 キゾメカミツレ 11 0.8 スミレ科 スミレ類 l 0.1 : 

カミツレモドキ 34 2.6 ヒ ユ科 ヒユ属 3 0.2 
トゲチシャ 1 0.1 フクロウノウ科 アメリカフクロウ 1 0.1 
イヌカミツレ 40 3.0 マメ 科 不明 7 0.5 
オニノゲシ 3. 0.2 ムラサキ科 ワノレタピフコ 3 0.2 
セイヨウタンポポ 1 0.1 ノハラムラサキ 4 0.3 
ノボロギク 1 0.1 ノラムラサキ 1 0.1 
クレピス 2 0.2 不明 68 5.0 
エゾノキツネアザミ 1 0.1 
不明 18 1.4 

注) 12年間の検査試料:575点，総粒数:1.329粒(100.0%) 
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表 10. ライグラス類種子中における科・種別の混入雑草種子の粒数

戸:瓦¥-f1粒(粒数) 比(%率) エ:五r一一ご里 粒(粒数) 比(，%率) 

アブラナ科 ナズナ 9 0.7 タ デ科 ハノレタデ 9 0.7 
ブラシカ属 1 0.1 ミチヤナギ 1 0.1 
カキネガラシ 6 0.5 

サナエタデ 3 0.2 
イ ネ科 シパムギ 9 0.7 

スズメノテッポウ 9 0.7 
ヒメスイノて 7 0.6 

ウォーターフォックステイノレ 45 3.7 ギシギシ類 3 0.2 

スレン夕、、ーホイートグラス 1 0.1 不明 0.1 
カラスムギ、 4 0.3 ナデシコ科 オオツメグサ 13 1.1 
カズノコグサ l 0.1 コノ-、コ.r{ 18 1.4 
ムクゲチャヒキ 23 1.9 

不明
ハマチャヒキ 10 0.8 

2 0.2 

カラスノチャヒキ 15 1.2 アカネ科- ハナヤエムグラ 3 0.2 

スズメノチャヒキ 2 0.2 アカザ科 シロザ 6 0.5 
イヌピエ 3 0.2 ケ シ科 オピウムポピイ 4 0.3 
ナギナタガヤ 286 23.3 ゴヤノノ汐サ科 イヌノフグリ類 13 1.1 
シラケガヤ 22 1.8 

ソ科 ホトケノザ 12 1.0 
ホソノゲムギ属 7 0.6 

シ

スズメノカタピラ 443 36.1 セ 科 キャラウェイ 1 0.1 

アキノエノコログサ 2 0.2 ヤブジラミ類 l 0.1 
チャヒキ類 22 1.8 不明 2 0.2 
不明 59 4.8 

スミレ科 スミレ類 5 0.4 
季卜 ヤグJレマギク属 11 キ ク 0.9 

フクロウソウ科 チゴフクロウ
エゾノキツネアザミ 1 0.1 1 0.1 

ブタナ 1 0.1 て7 メ 科 不明 3 0.2 

イヌカミツレ 40 3.2 ムラサキ科 ワJレタビラコ 2 0.2 
フランスギク 0.1 ノハラムラサキ 14 1.1 
クレピス 1 0.1 

不明 2 0.2 
セイヨヲタンポポ 0.1 
カミツレモドキ 6 0.5 

不明 38 3.0 

不明 19 1.5 

注) 12年間の検査試料:226点， 総粒数:1.224粒(100.0 % ) 

3. 未帰化植物と考えられる英名・学名および特性

未帰化植物と考えられる英名，学名および特性は表12のとおりである。すなわち， ロシアンスイッス

Jレ， ドラゴンヘッドミン人ウォーターホーハウンド， キャラウェイ.クレピス， レッドキャンピオン，

ドウブフットクラネスピノレの 7種であると思われる。中でも，混入粒数および特性からみて， ドラゴンヘ

ッドミント，キャラウェイ，クレピス，レッドキャンピオンの4種に十分留意すべきであると考えられ，

今後これらの雑草の生態学的な究明が望まれる。

摘要

日本飼料作物種子協会北海道支所において取り扱った 12年聞の輸入牧草種子中の異種種子，とくに混

入雑草種子の科・種を中心に検討した。
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表 11. フェスク類種子中における科・種別の混入雑草種子の粒数

戸:五~土 粒(粒数) 比(%率〉 五:函-----竺 粒(粒数) 比(%率) 

アブフナ科 ブラシカ属 1 0.1 タ デ科 サナエタデ 17 0.9 
ナズナ 6 0.3 ヒメスイノて 43 2.2 
イヌガラシ 2 0.1 ゴールデンドッグ 4 0.2 
スカシタゴボウ 46 2.3 ソパカズラ 1 0.1 
グンパイナズナ 7 0.4 

ギシギシ類 9 0.5 
ハタザオガラシ 1 0.1 

不明 3 0.2 
不明 4 0.2 

ミミナグサ
イ ネ科 シパムギ 227 11.3 

ナデシコ科 1 0.1 

スズメノテッポウ 28 1.4 オオツメグサ 1 0.1 

ウォーターフォックステイノレ 25 1.3 コJ、コ J、ミ 23 1.2 
カラスムギ、 11 0.6 ツキミセンノウ 6 0.3 

カズノコグサ l 0.1 不明 l 0.1 
イヌムギ l 0.1 アカネ科 ヤエムグラ 2 0.1 
ムクゲチャヒキ 11 0.6 ハナヤエムグラ 1 0.1 
ハマチャヒキ 21 1.1 不明 2 0.1 
カラスノチャヒキ 18 0.9 

アカザ科 シロザ 16 0.8 
オオスズメノチャヒキ 1 0.1 

キンポウゲ、科 キンポウゲ類 3 0.2 
アレチノチャヒキ 1 0.1 
チャヒキ類 41 2.1 

ケ シ科 オピウムポピイ 1 0.1 

ナギナタガヤ 32 1.6 ブマノノザサ科 イヌノフグリ類 15 0.8 

シラケガヤ 3 0.2 シ ソ科 ホトケノザ 4 0.2 

ホソノゲムギ属 18 0.9 ウツボグサ 1 0.1 
ムギ類 1 0.1 セ 科 ノラニンジン 2 0.2 
スズメノカタピラ 819 40.3 ヤブジラミ 1 0.1 
アキノエノコログサ 2 0.1 スミレ科 スミレ類 149 7.4 
エノコログサ 2 0.1 ヒ ユ科 ヒユ属 2 0.2 
パノレパスブルーグラス l 0.1 

フクロウソウ科 ドウプフットクラネスピル 1 0.1 
不明 181 9.0 

キ ク 科 キゾメカミツレ 1 0.1 
チゴフクロウ 8 0.4 

アメリカオニアザミ 1 0.1 
てさ メ 科 不明 4 0.2 

イヌカミツレ 62 3.0 ムラサキ科 ノラムラサキ 1 0.1 

セイヨウタンポポ 5 0.3 ノハラムラサキ 12 0.6 

ヤグソレマギク属 1 0.1 ワノレタビラコ 4 0.2 

不明 25 1.3 不明 一 36 1.8 

注) 12年聞の検査試料:313点， 総粒数:1.981粒 (100.0%)

1 )科別の混入雑草種子の粒数は，概してマメ科牧草種子ではイネ科，アカザ科，タデ科植物で多かっ

た。チモシーを除く，イネ科牧草ではイネ科植物が極めて多かった。

2)種別の他作物種子粒数は，マメ科.イネ科牧草種子とも，草種によって異なっていた。

3)種別の混入雑草種子の粒数は，マメ科牧草種子ではシロザが多かった。チモシーを除く，イネ科牧

草種子ではスズメノカタピラが多かった。また.マメ科牧草種子よりイネ科牧草種子中の混入雑草の種数

が多かった。

4)未帰化植物と考えられる草種として. ロシアンスイッスル， ドラゴンヘッドミント，ウォーターホ
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表 12. 未帰化植物と考えられる雑草の英名・学名および特性

一
英 名 学 名

ロシアンスイッスノレ I Russian thistle I Sαι5・olαKαμL.var. te九払ifoliαTaush

ドラゴンヘッドミント I Ame r i can dragonhead I Drαcocepんαlumparviflorum Nutt. 

ウォーターホーハウンド I American bugleweed I Lycopusαme九canusMuhl. 

キャラウェイ I Caraway I Caγ仏mcαrvi L. 

クレピス I Smooth hawksbeard I Crepis cα.pill即日、 Wallr.

レッドキャンピオン I Red camp ion I Lyc仇 isdioicαL. 

ドウブフットクラネスピノレ IDovefoot geranium I Gerα九日lmmolle L. 

(2) 特性

草 種 名 科 名 永続性 特 性

ロシアンスイッスJレ ア カザ l年 耕地，荒れ地，主として乾燥地域に生育，種子繁殖

ドラゴンヘッドミント シ ソ 1'" 2年 石の多い土壌に生育，種子繁殖

ウォーターホーハウンド シ ソ 多年 湿った牧草地に生育，種子，根茎繁殖

キャラウェイ セ 多年 牧草地の溝付近などに生育，種子繁殖

クレピス キ ク 1年マタ多ハ年 草原，道端，荒れ地などに生育，種子繁殖

レッドキャンピオン ナデシコ 2年 牧草地，畑地，荒れ地などに生育，種子繁殖

ドウプフットクラネスピJレ フクロウソウ 2年 芝生，放牧地に生育，種子繁殖

ーハウンド，キャラウェイ，クレピス， レッドキャンピオン， ドウブフットクラネスピノレの 7種であると

思われる。中でも，混入粒数および特性からみて， ドラゴンヘッドミント，キャラウェイ，クレピス，レ

ッドキャンピオンの4種に十分留意するべきであると考えられる。
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